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1.はじめに
Lらみずひきごづか

白水瓢塚古墳は、神戸市西区例11谷町潤和字シント山に所在する古墳で、明石JIIの丸涜であ

る例11の右岸の旦窃賠sI二位置します。標高約60mの難市山山頂に造られた古墳時代前期の前

方後円墳で、「白水夫婦(妻)塚古墳Jr白水縄市山古墳jとも剛批Lていました。大正末から昭

和初年に行われた直良信夫氏の諒置により、 3重の円筒埴輪を巡らし、周囲に100基以上の埴

鮒勧年躍すると推定されていました。

昭和61年以除古墳周辺の開発工事ゴ執¥10次に及ぶ発掘調査を実施してきました。そ

の結果、墳丘併用妻、堪側、前方部の埋葬施設、境日司辺の8基の円筒埴樹富等抑留されま

Lt:こ。

今回の罰置を実施した後円卸本日吉和50年代前哨こ盗掘を受けており、平成13年度1::.1醤屈を
わりたけがたもつかん ねんど

受けた箇所の損樹犬況の確認富置を朝包しました。その事課、割竹形木棺を粘土で、覆った粘土

論抑制闇笛則樹瀧認さ札制聞こ鋤品(万また制撤き取られ.td蹴瀧認

されました。

今回の訴置は、被割犬況の詳細な自賓と遺物や燭蕎の保全を目的として埋葬施設の読匿を実施

しました。

2.読量制廃要

自置備課、ほぽ真北方向に蛸IJされた長辺 7.3m、短亙 4.1m、深さ約 1.lmの喜掛膨から、

島亙6.4m、組亙1.g-2.4m併は樗防輸出されました。盗掘の騨割誹位梓防西半部の約2分の

1に及んでおり、抜き取られ.t=J婚話副本木棺外に位置することが才功、りました。

粘土桶上 墓坑の埋土を除去していく溺呈で、木棺のj耕明こより陥没したと考えられる落ち込みから、本

来境丘上に存在したと考えられる華大の自然石ギ槽自片、土自調書片カセ』量出土しています。土臓器

片1j:4倒粉、溜麦あると考えられます抗現在詳細ま羽月です。

粘土構 粘土梓防範囲は、富克の東側に寄っています。中軸付近{志木棺の蹴引こよる臨漫で、粘土と

器克の埋土カ涛ち込んでいましtdJ丈北側および南側の小口部封ま、その暴濯劫沙なく、本来の位

置を保っていると考えられます。

北但l郵6J'O)/J¥口部伽瀬覆粘土!こは、棒切占土をっき固めたような痕跡カ溜められます。また、

被覆粘土の上面だけでなく、構築途中にも自然離を敷き並べていることが石麓忍されました。粘土

を被覆する工程伸に、鉄製品の冨I~や諺桝や蝶を使用する葬法や、粘土樟防構鎚顕呈を復元する

ための郎ぬ資料です。

木棺内 村宮内は、西半部分は底面付近まで溜屈の章第掛及んでいましたが、遺物の位置括Lされていま

せんでした。

耀麟紳であり村富の正確な規樹立羽月ですカ丈車位床の鹿品と、棺の小口に充填された車位

の痕酬こより、全長細川祉、内債康対冨田c的害酢ケ形木棺と考えられます。

木質は、一部を除いて失木れていますが、棺身の内側に塗られていた赤色摩剰が、ほぼ全面で確

認されました。

蓋掠来の位置を留めていませんが、床面相官を挟む2層の彦鮒姉麗認された箇F肋tあり、蓋
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にも彦酬が塗られていたと考えられます。

被葬者の遺{樹立まったく残っていませんでしTこが、赤色B買事ヰ州事コ農い箇pJTfま玉類時僻してお

り、 E動、ら腕ゆ辺りに相当すると考えられます。南側に遺物防出土が見られないことや、対面塞が

南ftlJ叶っす百判酬していることなどから、頭位l剖tであると考えられます。棺肉l苫l摩され.t::3.童
とうす

物倒E置を整理しますと、頭倒立置の北側に鉄製品(刀子?)を1点、鏡を 1菌、さらiゴt側に
わんしょ〈るい まがたまくだたま

腕飾類が置かれています。玉類r~ H.賭lと考えられるところに小型の勾玉と管玉、日毎乃両側に

小型のガラス玉、脆防中央!こ3αn程度の長さの勾玉と管玉が遣訪、れています。

閉塞粘土 村富の両小口付近に、仕切り板の固定もしくは小口の開審こ使用された粘土塊均輸出されまし

た。双方ともに赤色B耕姉臨さ札外周街£材曹の痕制約阿佐ほ倍致ほす。

北但1]0)閉塞枯土の下半部州羽田ま垂直に立ち上がり、上半部州立ドーム状になってし法す。下半

分の平坦薗は、棺身の部白Yこ仕切り板の存在を示す痕跡かもしれません。

南慎問調塞粘土は下半部~'fJ\鰍Lており、形状は利月ですカえ上半部州制聞IJと開調こドーム状

になっています。閉塞粘土の外側にも赤色摩劇d漉跡がE麓患できますカミ蓋の顔料州寸着したもの

である可能i主があります。

遺物

棺肉からは鏡1面、石割強備、玉類、羽月鉄車損が出土しました。
いL-<しろ しやりんせき

石製断劃顛 石釧 9点、車輪石4点が重なった状態で出土しました。石製版瑚鵡扮出土数としては県下最

多です。石釧、朝鮪ともに、異なる型式のものが一括して発見されており、捌犬の変化やセッ

ト閥系を考える上で良好な資料です。石材財団聾肪の縁色凝灰岩と考えられます。

鏡 ほぼ棺の中軸上に位置し、鏡面を上にした状態で検出されました。鏡の上面および周辺には木

質問主っており、木棺の葦また時齢制オであると考えられます。鏡の種類件程罰託販自査中の

ため、明らかではありません。

玉類 材自のほほ中央部に赤色掛'粉彩度カ濡い箇所があり、玉類の出土はこの付近に集中しており、

ガラス小玉3∞点以上、石製の勾玉5点、石製管玉40点カ輸出されました。出土位置は、中醐こ

近い箇所に勾玉と管玉が多く、東側には直径3mn閣支のガラス玉が、西側には直径lmn租支のガラ

ス玉が多く検出されました。

鉄製品 鏡が出土した位置から約1伽n南で銀製品が1点出土しましたカミ錆で覆木れており、詳細ま不

明です。

3.まとめ 調査組織中であるため、埋葬施設の下自ゆ構造や遁物防内容については羽月な点も多くありま

すが、古墳時代前期における畿内周辺剖ゆ首長墓の樹自を示す良好な資料を得ることができまし

た。

今団の訴置は、良矧司量存した粘土梓附寵認さ札粘土持附葺築手)1慎帽l庫協の醒割犬況を確認

できる資料二恵まれました。柑こ材白河の遺物的京位置を保ったまま検出できたことが大きな成果

と言えます。

出土遺柳コうち、棚備と玉類乃数の多さ掛耕輔旬で、棺内に武器類指i障もないことから、被

葬者は女性であった可制全があります。

今後、鏡の型式制霊葬施設の下自精進カ朔ら州こなれば、この古墳α輯月や樹勧tより明ら州こ

なると考えられます。
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調査地位置図 5=1/2500 
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白水瓢塚古墳および周辺地形図(1 : 600) 
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棒状の工具で叩き締めた痕跡
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後円部主体部平面図
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腕飾類出土状況平面図
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ガラス小玉

40cm 。

-6-玉類出土状況平面図
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f主

階

-出土遺物と数量4・
出土遺物 棺内 石釧

車輪石

管玉

勾玉

鏡

鉄製万子?

ガラス玉

棺外 鉄製品

被覆粘土上 土師器

9点

4点

40点

5点

1点

1点

300点以上

1点

4点以上

調査中のため詳細不明

万?劃~?

粘土榔模式図

①被覆粘土

②割竹形木棺

③粘土棺床

命現喪詩型高k 榊戸の古墳』 神戸市教育委員会笈削を改変 ④磯敷

順序 粘土櫛 内 廿何内ヲ・

l¥ー「 墓演の設定・掘下げ 71~4P 
棺菱の搬入

ただし，この段階においても側壁

-控積みがなされていない可能性

もある.

2ス f-墓嬢底を整える.草壁床な Eの設置

第 /イ
構築中断

段
8¥ふ/ 第 2段階(棺側・棺蓋上...~fJ)配列

F苦

3 六一f- 棺床の設置

8-9の関に副葬品が配列される
9 ↓ こともある(別主体・石室壁体内・

主主込め内への配列).

4 

¥ttiF 棺身の搬入 六刷/
(竪穴式石室一天井石の搬入)粘土

10 
榔一被覆粘土の施行

9 -10の聞に壁体上端に副葬品が

配列される例もある.

/-， 構築中断

5 スムf-
第 1 段階(棺内・ ~n)配列
4-5の問に被葬者を納棺した可

能性が高い.

第 /ーヴ

六xふゾ
構築中断

11 第 3段階(石室外・粘土栂外×印)
段

配列
階

、 ，ι/
(笠穴式石室側壁の機築開始)

6 
ただし 4・5の前に一定の高さの、

側能壁J住 ・控積みが施行されていた可
もある.

w-埋葬施設の被覆

12 11-12の聞に土器を収める例があ

る. 12以降，埴輪な E配列される.

「古墳親伺制全と指質性一新朗古墳帽輯描i.W'J:から考える一JJf;橿原稿学研弗府信鱒6~ 今定却召1弼4 を改変 明r-{-
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1 埴輪円筒棺2西棺 朝顔形円筒埴輪

2 1号棺(直良氏調査) 朝顔形円筒埴輪

3 埴輪円筒棺7 朝顔形円筒埴輪

4 埴輪円筒棺3 (閉塞) 朝顔形円筒埴輪

5 埴輪円筒棺3 (閉塞) 円筒埴輪
。 50ロn 6 埴輪円筒棺3 楕円形円筒埴輪
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〔参考資料〕白水瓢塚古墳周辺で発見された埴輪
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